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クラブテーマ

仲間を増やし、

思いやりの心を育もう

本日のプログラム

司会 加藤久仁明君

・点 鐘 風岡 保広君

・国 歌 「君が代」

・ROTARY SONG 「われら日本のロータリアンン」

・ビジター紹介 風岡 保広君

・食事・歓談

・委員会報告

・会長挨拶 風岡 保広君

・次期理事役員挨拶

・幹事報告 北 健司君

・点 鐘 風岡 保広君

先週の記録

幹事報告 幹事 北 健司君

① 次年度地区委員就任予定者の報告

クラブ奉仕委員会：早川八郎君

ＲＣＣ委員会：社本太郎君

環境保全委員会：峠テル子君

◎例会変更のお知らせ

愛知長 久手 ２月７日(火) ２月７日（火）１２：３０～

ＲＣ 例会場都合の為 長久手温泉

名古屋 名北 ２月１５日(水) ２月１４日（火）１６：００

ＲＣ IＭの為 名古屋東急ホテル

名古屋 千種 ２月１４日(火) ２月１４日（火）１６：００

ＲＣ IＭの為 名古屋東急ホテル

名 古 屋 東 ２月１３日(月) ２月１４日（火）１６：００

ＲＣ IＭの為 名古屋東急ホテル

２０１２年２月３日（金）第２０７９回（２月第１例会）

出席報告 委員長 蓮野 美廣君

会員 ５2名 欠席 30 名 出席率55%

先々週の修正出席 欠席 1名 出席率98.1%

ニコボックス報告 委員長 中川 健君

○IＭに参加出来た喜びで。

足立 治夫君 浅井 瀧治君 場々大刀雄君

長谷川英輝君 蓮 野美廣君 早川 八郎君

林 鑛三君 林 徹君 林 憲正君

伊藤 正之君 伊藤 一裕君 伊藤 純君

亀谷 鉦一君 加藤久仁明君 加藤 茂君

北 健司君 貴田 永克君 風岡 保広君

加知 康之君 小島 啓冶君 近藤 太門君

松尾 隆徳君 名畑 豊君 中川 健君

中島 泉君 中島 宗幸君 新美 治男君

野浪 正毅君 成瀬 浩康君 小川 長君

大橋 完一君 大畑 一久君 太田 弘道君

岡田 義邦君 齊藤 光次君 清水 勲君

志水ひろみ君 杉山 孝明君 社本 太郎君

高木 修君 宅間 秀順君 高橋 理江君

峠 テル子君 塚本 兼光君 梅田 英夫君

和田 了司君 屋嘉比良夫君 山田 治君

山口 由起君 加藤 宗生君 磯野 俊雄君

菅原 幹夫君

東尾張分区

インターシテイー ミーテイング

２０１２年１月２９日

名鉄犬山ホテル

ホストクラブ

岩倉ロータリークラブ



東尾張分区ＩＭ 歓迎のことば

岩倉ロータリークラブ会長 有本裕子

２０１１年～２０１２年度東尾張分区ＩＭを本

日私ども岩倉クラブがホストとして開催できるこ

ととなり、心より感謝申し上げます。そして、松

前ガバナーはじめ、多くの皆様をお迎えでき、大

変光栄に存じます。

さて、今年度のＩＭは、今一度ロータリーを見

直し、守るべきものは守り、改めるところは改め

て、魅力のあるロータリーを作りましょう、とい

う趣旨で河村ガバナー補佐、井上実行委員長とと

もに岩倉クラブ一丸となって準備をして参りまし

た。ロータリーに入会したものの、ロータリーを

理解することなく去っていく人のないよう、また

皆でロータリーを楽しめるよう東尾張分区を挙げ

て考えてみたいと思っております。

本日はパストガバナーの江崎柳節先生の基調講

演と 入会５年未満の新しい会員の発表を予定し

ております。江崎先生は大活躍で大変お忙しい先

生ですが、私は以前、先生のご講演を聞かせて戴

いて、先生の「ロータリーマジック」の御本が戴

きたく、失礼も省みず直接メールを致しました。

そして私の「是非岩倉クラブで卓話を」とのお願

いを聞いて戴きまして、一昨年の秋に岩倉までお

越し戴いたという経緯もございます。本日の基調

講演も、快くお引き受けくださいまして、ありが

とうございました。また、パネラーのみなさまも

ご準備さぞかしたいへんでしたことと存じますが、

よろしくお願い致します。

そしてご参加下さった皆様や、皆様方のクラブに

とって本日のＩＭが、意義のあるものとなります

ことを祈って御挨拶とさせていただきます。

東尾張分区ガバナー補佐挨拶

東尾張分区ガバナー補佐河村金明

最初に、松前憲典ガバナーのお言葉を伝えたい

と思います。

今，世界が大きく変りつつあります。それに伴

い、ロータリーも変革の時代が、到来しました。

特に、日本のロータリーにとって、会員減少は、

大変大きな問題で、会員増強に努めると共に、魅

力あるロータリーの再生に力を注がなければなり

ません。

また、ロータリー財団の補助金制度の試行が、

始まって２年目ということで、前年度よりの「継

承と発展」、そして、今やらなければいけない「会

員増強によるクラブ活性化」、「奉仕と親睦」をテ

ーマにして，力強く活動を進めていくとのことで

す。

そして、今、各クラブに求められているものは、

会員のロータリーに対する意識の向上ではないか

と思います。この問題については、次の東尾張分

区の各クラブの実態の問題点の中で述べていきた

いと思います。

2011～12 年度 IM(Intercity Meeting)開催にあた

ってのご挨拶

第 2760地区ガバナー 松前 憲典

2760 地区のロータリアンの皆様におかれまして

は、つつがなく新年をお迎えになられ、お慶び申

し上げます。

昨年はガバナー公式訪問と地区大会の開催にあた

り、多大なるご理解とご支援を賜りました。82ク

ラブ訪問の節は温かいご歓迎をいただき、ガバナ

ー終生忘れることが出来ません。心よりお礼を申

し上げます。

さて、2760 地区には 8 分区あります。各分区が IM

を開催していただき、研修と親睦でロータリーの

活性化を進めて下さることに敬意を表します。

1 月はロータリー理解推進月間でありました。ロ

ータリーを楽しむには、ロータリーを知ることが

必要であります。「親睦」と「奉仕」のバランスの

とれた活動は、ロータリーを理解することから始

まると言われています。

さて、ロータリーは奉仕の精神から成り立ってお

ります。廣畑富雄 RI第 2700 地区パストガバナー

は「ロータリーの心」を ESS で表現されておりま

す。Eは Enjoy(楽しむ)毎週の例会で地域の職業を

代表する会員同士が、信頼感を高めながら楽しむ。

一つ目の S は Study(学ぶ)ロータリーから人生哲

学、職業倫理を学び、多くの会員から学び、自己

研鑽し、人間性を高める。二つ目のSはService(奉

仕する)思いやりの心で、人のお役に立つ行動を、

というロータリーの奉仕をごく自然に、自分の生

活の中に活かし、世のため、人のために尽くす。

これがロータリーの真の姿であると言われており

ます。ESS(Enjoy、Study、Service)とは私たちロ

ータリー会員が互いに磨き合い、楽しみ、学び、

奉仕することが人間の真の満足を充たす道になる

と思います。

片山パストガバナーは、ロータリーの目的は奉仕

であり、奉仕は親睦から生まれ、親睦は出席から

始まると述べられております。

○ロータリーとは奉仕と親睦を大切に、人道的奉

仕を行い、あらゆる職業において、高度の道徳的

水準を守ることを奨励し、かつ世界における親睦

と平和の確立に寄与する職務に携わる指導者が世

界的に結び合った団体であります。

○ロータリーの目的と 2 本柱を高く掲げる。

・奉仕と親睦を大切に

・ロータリアン自身の幅広い人間形成、人格陶

冶、自己研鑽。

○ロータリーでは奉仕の理想を掲げております。

○ロータリーの哲学とは「ロータリーの奉仕の理

念」であります。

○奉仕の理想とは、他人のことを思いやり、他人



に役立とうとする思いやりの気持ちを実行に移す。

○2 つの奉仕の理念

①奉仕哲学 Service above self

②実践倫理 最もよく奉仕する者、最も多く報い

られる。

ロータリーの友 2007 年 1 月号、RI 会長ウィリ

アム・ボイド氏は「ロータリーの根幹」と題して、

次のように述べています。

・ロータリーは友情と親睦、国際理解と協力、職

業倫理と地域社会における指導力など、多くのも

のが成り立っている。

【ロータリーの根幹】

①ロータリーとは、奉仕に従事し、超我の奉仕を

実践することであります。

②奉仕の五大部門（クラブ・職業・社会・国際・

新世代）を中心に奉仕のバランスとロータリーの

目的を達成することであります。

③ロータリー財団を強化し、会員増強に努める。

【6 名の著名なロータリアン】

① ポール・ハリス

② ドナルド・カーター

③ ベンジャミン・フランク・コリンズ

④ アーサー・フレデリック・シェルドン

⑤ ハーバート・テーラー

⑥ アーチＣ・クランフ

皆様と共にロータリーを勉強していきたいと思

っております。本年もどうぞ宜しくお願い致しま

す。奉仕の実践、晩年は社会に貢献することで、

人生に一輪の花を咲かせようではありませんか。

フォーラム

パネラー 宅間秀順君

テーマ ロータリーの魅力づくりに期待する

春日井ＲＣの宅間 秀順と申します。年齢はこ

の 2 月で６８歳になります。

仕事は珍味食品の製造卸業で全国、沖縄～北海道

まで約６００社の問屋・小売業の方々へ商品を供

給しています。

ＲＣの入会は１年半程前でまだまだ何も分からな

い者です。そんな私がＲＣのあり方をどうのこう

の口はばったい事を申し上げる立場ではありませ

んが、この１年半の経験の中で感じた事を述べさ

せていただきます。

１．入会当時～現在に至るまで出席することが、

例会に参加することが慣れないせいか苦痛に感じ

ています。ただこの間、11 月に福井志賀のロータ

リークラブから届けられた、「今さら人に聞けな

い、わかりやすいロータリー改訂代 4 版」が届き

まして必死になって内容に目を通しました。苦痛

の内容は 1 年間行事の中で委員会の仕事はどんな

ことをするのか、幹事・理事・会計などなど、そ

れぞれの役目、その目的と計画などが理解できな

いままに現在に至っているからであります。研修

や教育の為にホテルアソシアや地区大会など出さ

せていただいておりますが、話が広すぎることと、

専門的用語が多く、新人の私などにはとても理解

できるものではありませんでした。その点今回配

布された、「わかりやすいロータリー」の本は読み

易くそれぞれの目的計画の作り方、各委員会のあ

り方などが書かれており大変有難く拝見させてい

ただきました。

２．本を読んで見たものの、それで私の悩みは消

えたのか、いやいや全然以前と変わりません。こ

のような調子が今後も続くなら脱会、退会の日が

来るかもしれません。この本の 28～30 ページにク

ラブリーダーシッププランというのがあって、新

会員について一貫したオリエンテーションや教育

の機会を提供するとあります。これが自分達のク

ラブで入会当時から、こんな委員会はこんな計画

でこんな事をするのだといった話しが入会時から

あったなら、もっともっと楽に理解出来、人と人

との交流やコミュニケーションも出来たことと思

います。29 ページには現会員の為に継続的に教育

と指導力育成を受けるようにと示されております。

今ＲＣでは会員増強と呼びかけていますが、ＲＣ

の例会が楽しい明るい見通しのよい場でないと、

せっかく入会しても脱会者が出てくるのではない

かと心配です。４つのテストであるみんなに公平

か、とありますが、新人会員にも早期に教育を受

け、内容を知り、そして各委員長と話しを聞くこ

とが出来たなら親睦を深めることも出来一石二鳥

じゃないかと思います。会員増強もＲＣの魅力楽

しさを味わってこそ出来るものであり、入会した

以上退会を防止する為にも、入会の早い時期にい

ろんな事を聞かせていただくと、いいのではない

かと思います。本日はこんな機会をつくっていた

だき感謝申しあげます。大変失礼いたしました。

次期ホストクラブ挨拶

東尾張分区次期ガバナー補佐 小原久和

ただいまご紹介いただきました次期東尾張分区ガ

バナー補佐を務めさせていただきます、名古屋城

北ロータリークラブの小原久和です。

まずもって、本日このような素晴らしいインター

シティミーティングを開催されました岩倉ロータ

リークラブ・有本会長、井上実行委員長をはじめ

として会員の皆様にお祝いを申し上げます。おめ

でとうございます。

また河村東尾張分区ガバナー補佐におかれまして

は、ロータリーの重要なテーマを地区の皆様にご

提示、ご指導いただきありがとうございました。

次年度、千田ガバナーエレクトは「触れ合い、思

いやり、そして握手」をテーマに掲げられ、クラ

ブ間の交流、会員増強などの目標を述べられてみ

えます。ご理解、御協力をお願いしなければなら

ないことも多々あると思いますが、どうぞよろし



くお願い致します。

東尾張分区ＩＭ閉会のことば

ＩＭ副実行委員長 大江秀和

皆様、長時間にわたり、ロータリーの勉強会であ

るＩＭに出席していただきましてありがとうござ

いました。

・ＩＭテーマ「今一度ロータリーを見つめなおし

てみませんか」

・フォーラムテーマ「ロータリーの魅力とは何で

すか」

・基調講演「これからのロータリーについて」

なぜ我々はロータリーという団体に属しているの

か？といった疑問を今まで持ち続けていたのでは

ないでしょうか？今回のＩＭに出席されて、なる

ほど納得され今までと違った気持ちでロータリー

活動をされるようになれば、今回のＩＭは成功し

たと思います。

本当に長時間ありがとうございました。

(名鉄犬山ホテル ＩＭ会場)

（会場風景）

（パネラーの皆様）

（松前ガバナー挨拶）

（松前ガバナー直筆資料）

（基調講演 江崎バストガバナー）

（パネラー発表 宅間秀順君）


